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甲高い笛の音が聞こえてきました。新歌舞伎十八番の内『紅葉狩』の幕開きでございます。

お能の『紅葉狩』を明治になって、歌舞伎の名作者、河竹黙阿弥が歌舞伎舞踊として作り上

げた作品。お能から移されたので、重々しい笛で始まり、どこかお能を彷彿とさせる鳴り物

となりますが、ドドン ドンドンと大太鼓で深山幽谷を表す山おろしという鳴り物が入る辺

り、歌舞伎舞踊の醍醐味いっぱいの一幕でございます。 

２ 舞台一面に広がるのは、紅葉の景色。長野県の戸隠山一帯の風景です。冬を迎える前の木々

のほんのひとときの姿です。 

まずは、舞台向かって左 下手の常磐津の演奏で、この様子を語ってゆきます。 

 

３ 千年以上も昔、京の都から遠くはなれた信濃は、自然が息吹く神秘の場所でもありました。

さて、この後は語りが、竹本 義太夫節へと移ります。 

４ そして最後の演奏は、正面の長唄。長唄という名の通り、こちらは常磐津や竹本の語りと違

い、唄ってゆきます。 

５ 邦楽が二つ以上、同じ舞台に並ぶのを掛け合いと申しますが、常磐津、竹本、長唄と三流派

を使うのは極めて珍しく、大変豪華な舞台面。そんな中、高貴な人物が登場致します。 

義太夫節の“呼び”の語り ”世界も平の維茂は“ 

 

６  

７  

８  

９  

１０  

１１  

１２  

※注：１コメントの文字数は自由です。 

 文字数が多くなる場合は枠を広げて 

 使用してください。 

※注：番号は変更 

 しないでください。 



3 

 

１３  

１４  

１５  

１６  

１７  

１８  

１９  

２０  

２１  

２２  

２３  

２４  

２５  



4 

 

２６  

２７  

２８  

２９  

３０  

３１  

３２  

３３  

３４  

３５  

３６  

３７  

３８  



5 

 

３９  

４０  

４１  

４２  

４３  

４４  

４５  

４６  

４７  

４８  

４９  

５０  

５１  



6 

 

５２  

５３  

５４  

５５  

５６  

５７  

５８  

５９  

６０  

６１  

６２  

６３  

６４  



7 

 

６５  

６６  

６７  

６８  

６９  

７０  

７１  

７２  

７３  

７４  

７５  

７６  

７７  



8 

 

７８  

７９  

８０  

８１  

８２  

８３  

８４  

８５  

８６  

８７  

８８  

８９  

９０  



9 

 

９１  

９２  

９３  

９４  

９５  

９６  

９７  

９８  

９９  

１００  

１０１  

１０２  

１０３  



10 

 

１０４  

１０５  

１０６  

１０７  

１０８  

１０９  

１１０  

１１１  

１１２  

１１３  

１１４  

１１５  

１１６  



11 

 

１１７  

 

１１８  

１１９  

１２０  

１２１  

１２２  

１２３  

１２４  

１２５  

１２６  

１２７  

１２８  



12 

 

１２９  

１３０  

 

１３１  

１３２  

１３３  

１３４  

１３５  

１３６  

１３７  

１３８  

１３９  

１４０  



13 

 

１４１  

１４２  

１４３  

 

１４４  

１４５  

１４６  

１４７  

１４８  

１４９  

１５０  

１５１  

１５２  



14 

 

１５３  

１５４  

１５５  

１５６  

 

１５７  

１５８  

１５９  

１６０  

１６１  

１６２  

１６３  

１６４  



15 

 

１６５  

１６６  

１６７  

１６８  

１６９  

 

１７０  

１７１  

１７２  

１７３  

１７４  

１７５  

１７６  



16 

 

１７７  

１７８  

１７９  

１８０  

１８１  

１８２  

 

１８３  

１８４  

１８５  

１８６  

１８７  

１８８  



17 

 

１８９  

１９０  

１９１  

１９２  

１９３  

１９４  

１９５  

 

１９６  

１９７  

１９８  

１９９  

２００  



18 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

 


